
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡市の４３学童保育クラブと盛岡市学童

保育連絡協議会、岩手県学童保育連絡協議会

は、１月７日に「放課後児童クラブ利用料補助

金の継続要望書」を内舘茂盛岡市長に提出しま

した。盛岡市連協からは及川隆浩副会長、中村

由可子副会長、茨木暢浩事務局長、橋本有紀事

務局次長、小笠原秀夫顧問、嘉村祐之顧問、佐

藤尚弘上田学童保育クラブ会長が出席。県連協

からは阿部勝会長が出席しました。昨年末、盛

岡市は同補助金について２６年度は見直しせ

ず、当初予算案に関連経費を盛り込むと、議会

に説明していました。盛岡市連協は同補助金を

２７年度以降も継続することを求めて要望を

行うこととし、市内の学童保育クラブに呼びか

けし、市連協未加盟を含めた２５団体４３クラ

ブが趣旨に賛同し、要望に参加しました。 

盛岡市連協の及川副会長が要望書を内舘市長に手渡し、「利用

補助金の創設以降、学童保育の充実が図られ、子どもたちの生活

の充実と、保護者の就労を支えてきた。補助金の見直しについて、

市内の学童保育クラブから大きな不安の声が寄せられていた。今

回は補助金見直しの対象から外されたが、今後も補助金を継続し、

こども真ん中の盛岡市政を実現していただきたい」と趣旨を説明。

これに対し内舘盛岡市長は「皆さんにはご不安をかけてしまった

が、市民の皆さんの声や議会での議論もあり、令和８年度はその

ままとすることにした。盛岡市の学童保育クラブは運営が厳しい

なか、協力しあって運営していると認識している。子どもの生活

と保護者の就労を支える場を今後も整えていきたい。盛岡市は未

来創造プロジェクトの中で、子育て応援プロジェクトを進めてい

く。今後とも協力をお願いしたい。担当課の職員もがんばってお

り、ぜひ応援していただくとともに、色々なご意見があると思う

が、良い面も悪い面も伝えてほしい」と応じました。 

その後の懇談で阿部県連会長は「岩手県には４００を超える学

童保育クラブがある。その中でも保護者が高額な家賃を負担して

施設を維持しているのは盛岡市だけで、盛岡の保護者は大変な苦

労をしながら学童保育を運営している。今後ともご支援をお願い

したい」と述べました。【要望書の写しは裏面に掲載】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【盛岡市の「放課後児童クラブ利用補助金」

見直し問題】 

昨年１０月に盛岡市は財政健全化を理由

に１２３事業について見直しを行う方針を

示した。そのなかで「放課後児童クラブ利用

料補助金」が対象とされていたもの。同補助

金は主に ①低所得世帯の利用料補助 ②

兄弟姉妹の同時入所への利用補助（所得制限

あり）からなり、新聞報道によると２０２４

年度は２１２人に対して２３７２万円の補

助実績があったとのこと。盛岡市学童保育連

絡協議会では同補助金が見直されることに

不安を感じている保護者がいること、子ども

たちの生活に与える影響が大きいことから、

１１月２５日に盛岡市に対し緊急要望書を

提出。議会でも継続を求める市民の声が取り

上げられ、市は１２月２２日の市議会全員協

議会で、１２３事業のうち、同補助金を含む

子育て支援関連の３事業については２６年

度は見直さないとし、当初予算案に関連経

費を盛り込むと説明した。

わんこがっぱニュース
岩手県学童保育連絡協議会 

２０２6年1月１０日 №5 

 

（左から）阿部勝県連協会長、内舘茂盛岡市長、及川隆浩盛岡市

連協副会長、茨木暢浩同事務局長 



  



  



 


